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音響信号処理・実環境でのセ
ンシング技術・情報統合など
の分野に興味を持って、研究
を進めています。
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画像認識・ヒューマンインタ
ラクションの認識・インター
フェース設計の研究などに取
り組んでいます。会議録シス
テムなどへの応用を視野に実
世界で実用的に使える技術を
目標に研究を進めています。

　

イクロホンアレイで収録した信号に音源定位
や音源分離などの信号処理を施すことにより、
誰が発言したかを推定したり、重なった音声
を分離することができます。課題2については、
話者ごとに整理し分離された音声を音声認識
し、キーワードを抽出してこれを発話イベン
トのタグ情報として用いることにより、会議
中の発話の簡単な検索を実現します。課題3に
ついては、図2のようなブラウザーを開発し、
頻度の高いキーワードのリスト（キーワードク
ラウド）をクリックすることで、キーワードに
関連したトピックが会議中のどの辺に多く見
られるかなど、会議内容を視覚化する工夫を
しています。このシステムを利用することで
顧客とのミーティングなどの膨大な収録デー
タの中から、所望の会議内容の箇所を効率的
に探したり、ミーティングの概要を短時間で
把握することが可能となります。
　
今後の展開
　今後は、開発したプロトタイプシステムを
用いて実際の会議を対象とした実証実験を行
う予定です。また、その結果を踏まえて、改
良を重ね、技術移転などによる実用化を目指
しています。これまで産総研で開発してきた
Podcastle、VOISERなどで用いられている音
声検索の要素技術との融合についても検討す
る予定です。

マルチメディア会議録の自動作成システムを開発
収録した会議の内容を簡単に検索・閲覧

システムの概要
　ビデオカメラなどにより会議を収録する場
合、あとで会議内容を把握するには、収録内容
を最初から最後まで再生する必要があり、たい
へん効率が悪いという問題点があります。この
研究では、産総研でこれまで培ってきた信号処
理・音声認識・画像処理などの要素技術を集積
して、マルチメディア会議録コンテンツを自動
作成するシステム（MArc）を開発しました。こ
のシステムでは、発話イベントの情報（いつ、
だれが、どんな発言をしたか）を、マイクロホ
ンアレイを使った音源定位・音源分離や音声認
識技術などを用いて自動推定することにより、
会議の内容を容易に検索したり、会議の概要を
視覚化することができます。

解決すべき課題
　会議録コンテンツを自動作成するためには、
以下のような課題が挙げられます。（課題1）発
言者一人一人にマイクロホンを装着するなど
の煩わしい作業の少ない収録。（課題2）発話内
容をキーワードなどにより簡単に検索。（課題
3）会議の概要をわかりやすく視覚化。このう
ち課題1については、図1に示すような、全方
位カメラとマイクロホンアレイ（複数のマイク
ロホンを空間的に配置したもの）からなる収録
装置を開発し、これを会議中のテーブルに置
いておくだけで、収録ができます。また、マ
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図１　全方位カメラとマイクロホンアレイからな
る収録装置

図 2　会議録コンテンツを表示するブラウザー


